
他団体との連携に関する情報 

 

登録番号 
団体名 （N)ビオスの会 

79 

１．他団体との連携の希望 連携したい  

２．連携を希望する相手 

町内自治会・地域運営員会  

他の市民活動団体  

学校 

３．連携する場合、団体が提供できるもの（こと） 

スキルを持った人材を派遣できる。 

〔スキルの内容：生ごみの処理方法、生ごみ堆肥の利用方法〕 

知識やノウハウを提供できる。 

〔知識やノウハウの内容：生ごみの処理方法、生ごみ堆肥の利用方法〕 

資機材の貸出しができる。 

〔資機材の内容：生ごみ処理容器〕 

４．他団体と連携する際、相手方に費用負担を求めるか 

求めない  

 

５．他団体と連携した実績（事例）や今後連携する予定 

連携相手（団体等の名称） 連携内容 

小学校（稲丘、磯辺第 3、真砂

東） 

総合学習の時間に「生ごみリサイクル教室」を行う（6月と 9月の 1時

限ずつ）4 年生対象 

稲毛台町自治会 講習会を開催 

企業組合あしたね 畑への生ごみ処理物の受け入れ 

６．他団体と連携して行いたい取組の内容 

連携相手 連携して行いたい取組の内容 

花壇整備などを行う団体 生ごみ由来の堆肥を使ってもらい、地域で生ごみの資源循環を行

いたい。 

自治会等 生ごみ処理の講習会を開きたい 

  

７．他団体と連携することについての考えや、連携する際の課題など。 

私たちが勧めている生ごみ処理容器は集合住宅のベランダでも使えるものだが、集合住宅の住民に広める

ことは、臭いの心配や処理物の始末の心配などでなかなか普及できないでいる。 

 

 


